
高知市産業連関表（令和２年版）作成に向けた移出入データ整備委託業務 

公募型プロポーザル審査要領 

 

高知市産業連関表（令和２年版）作成に向けた移出入データ整備委託業務（以下「本業務」と

いう。）に関する公募型プロポーザルの審査に関する事項を次のとおり定める。 

 

１ 審査の対象となる者 

  審査は、次の各号をすべて満たす者を対象に行う。 

(1)別途定める、高知市産業連関表（令和２年版）作成に向けた移出入データ整備委託業務

公募型プロポーザル募集要領（以下「募集要領」という。）に規定する資格要件を満たす参加者 

 (2)募集要領に規定する期限内に、必要な書類のすべてを提出した参加者 

 (3)募集要領により、適正に書類を作成した参加者 

 

２ 審査項目及び点数 

  総合点数は 125 点とし、審査項目ごとの配点は別紙「審査基準」のとおりとする。 

 

３ 選定委員会 

  参加者から提出された提案書等を審査するため、選定委員会を次のとおり開催する。なお、

選定委員会では、提案した参加者によるプレゼンテーションを実施する。 

(1)日程 令和８年７月１日（水）予定 

 (2)手段 オンライン（Ｚｏｏｍ）対応 ※ＵＲＬ等については別途通知する。 

 (3)プレゼンテーション 

  ア プレゼンテーションの時間は、１者につき 20分以内とする。 

  イ プレゼンテーション終了後、選定委員からの質疑の時間を 20 分程度設ける。 

  ウ プレゼンテーションの参加アカウント数は１者につき３までとする。 

エ プレゼンテーションの開始時間は別途通知する。 

 

４ 審査方法 

 (1)選定委員会では、選定委員会におけるプレゼンテーションに対する審査を行う。 

 (2)各選定委員は、プレゼンテーションと質疑の終了後、別途定める「審査基準」に基づいて審

査を行う。 

 (3)すべての参加者の審査終了後に、各選定委員の審査結果を集計し、総合評価点の高い者から

順に候補者と次点者を決定する。 

 (4)審査の結果、最高点の者が同点で２者以上ある場合は、業務参考見積書の額が廉価な者を高

い順位とする。また、業務参考見積書の額が同額だった場合、「4. 調査設計力（ロジック＋

UX）」項目において高得点であった者を高い順位とする。さらに調査設計力が同点だった場合、

「6. 関係性ドリブン回収力」項目において高得点であった者を高い順位とする。さらに同点

だった場合、抽選で候補者を選定する。 

 

  



５ 委託先の候補者及び次点者の選定 

(1)すべての参加者のうち、総合評価点が最高位で、かつ本業務を遂行する能力を有する者を委

託先の候補者（以下「候補者」という。）として選定する。ただし、最低基準点（総得点が満

点の 60％）以上の者だけを対象とする。したがって、本プロポーザルの参加者が１者のみの

場合においても、最低基準点以上でなければ決定しない。 

(2)総合評価点が候補者の次に高く、かつ本業務を遂行する能力を有する者を次点者として選定

する（次点者についても、候補者と同様に最低基準点（総得点が満点の 60％）以上の者だけ

を対象とする）。 

 

６ その他 

(1)審査のために配布した資料は、審査終了後、すべて回収する。 

(2)審査結果の通知時に、候補者の名称及び所在地、総得点、その他の参加者（「Ｂ社」「Ｃ社」 

等と記載）の総得点を市のホームページで公表する。また、高知市行政情報公開条例に基づ 

く公開請求があった場合には、その他の事項についても公開の対象となる。ただし、個々の 

選定委員の採点は公表しない。 

(3)契約締結後に、契約相手方の名称及び所在地、契約締結日、契約期間、契約金額を市のホー 

ムページで公表する。 

 

  



（別紙） 

審査基準 

 

№ 審査項目 配点 審査の視点 

１ 事業目的を深く理解し、提案す

る力 
20 

本事業の目的（経済循環可視化）を理解し、工程が全

体最適視点により設計されている 

2 実行体制 
15 

限られた時間軸の中で、効果的に事業目的を達成する

ための工程・リソース計画が明確である 

3 変更対応力 
15 

並行実施・仕様調整に対応する具体的な進行管理プラ

ンがあるか 

4 調査設計力（ロジック＋UX） 

(紙媒体、Web 媒体、共通） 
20 

アンケート調査に「まずは取り掛かってみよう」と思

わせる仕組がある 

10 
アンケート調査回答から途中離脱を最小にする仕組み

がある 

10 
後工程（集計、クレンジング、分析、訪問設計、等）

が考慮された調査設計 

5 データ品質設計・管理力 
5 

不完全データを前提に、原データを保持しつつ分析可

能な形で整理する設計となっているか 

6 関係性ドリブン回収力 

20 

普段からの事業所（企業）との信用力を活かし、回答

率向上および本音回答を引き出すための具体的工夫が

あるか 

7 事業費見積額 5 事業費が委託上限を下回っているか。 

8 市内事業所等の有無 
5 

高知市内に本社又は本店、支店、営業所等を有してい

るか。 

 


